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高知市都市建設部公共建築課

担当 係長 課長補佐 課長

日建・上田特定設計委託業務
共同企業体

担当 副参事

平成

令和

28年

元年

6 25

11 30

高知市新庁舎建設工事

０ １４０００４ Ｂ

構
監理　日建・上田特定監理業務等共同企業体

施工　大成・大旺新洋特定建設工事共同企業体

裏当て金の材質は原則として母材と同等以上とする。注)1.

サブマージアーク溶接にて完全溶込溶接を両面溶接とする場合、
完全な溶込が得られたことが確認できる場合は、監督職員の承諾

を得て,裏はつり（※印）を省略することができる。

2.

ただし、母材材質が520N級以上の場合は、監督職員と協議の上、
490N級とすることが出来る。

3.監督職員の承諾を得た場合は、基準図と異なる開先形状とする
ことが出来る。

4.余盛高さは、特記なき限りＪＡＳＳ6による。
   (t/4≦h≦10)

かど継手(溶接箱形柱)

FLC軽量形鋼等

鉄筋

一般

BPU
突合わせ継手(柱の現場溶接)
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　溶接方法,溶接面数を選択してよい。
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記 号

A

H

分        類

E

B

BV

BPT

T

LB

F

FA

FC

FF

L

突合わせ継手(V開先)

T形継手

突合わせ継手

かど継手(溶接箱形柱)

鋼管と鋼板

山形鋼と鋼板

柱梁仕口

一般

かど継手

LP

P

1

FL

2

FP鋼管と鋼管

溶接方法

溶接面記号

溶接継手

溶接方法記号

溶接継手記号

溶接面

※溶接方法記号，溶接面記号に特記のない場合は、其々において、適切な

※溶接面記号に K の添字のあるものは、T形継手の傾斜取合を示す。

両面溶接

片面溶接

フレア溶接

部分溶込み溶接

隅肉溶接

完全溶込み溶接

エレクトロスラグ溶接

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接
セルフシールドアーク溶接

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

サブマージアーク溶接

溶接記号の記載方法
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FB-32x9 加工
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　≦θ≦　;自然開先

θ≧　の場合に適用

0

45゜

2

0

t

裏はつり後裏溶接

t

裏溶接
裏はつり後

45゜

60゜
0

2AL

2

D2= (t-2)/3

D1=2(t-2)/3

D1

D2
同　　上 同　　上

G=t

35゜

t

※

t

0

裏溶接
裏はつり後

t

※

6

0

t

60゜

裏溶接
裏はつり後

50゜

t

※
裏はつり後

D1=(t-6)/2

D2=(t-6)/2

裏溶接

6

60゜
0

D2

D1

H 1T

35゜

0

6

V2HBHB2

t

V1BH

裏溶接

裏はつり後

35゜

0

7

60゜

0

t

裏はつり後
裏溶接

2

同　　上2

A 1L

60゜

t

0

2TA

60゜

D2= (t-2)/3

D1=2(t-2)/3

裏はつり後
裏溶接

D1

D2

45゜

2

0

t

35゜

0

7

t

45゜

D1
2t

0

A 1T

60゜

裏はつり後
裏溶接

D1=2(t-2)/3

D2= (t-2)/3

同　　上

2BA

D2

裏溶接
裏はつり後

1HB

G

t

溶接記号

t≦6

G=t

35゜

0

7

t

6

16

同　　上

1AB溶接記号

100

16

被
覆
ア
｜
ク
溶
接
・
ガ
ス
シ
｜
ル
ド
ア
｜
ク
溶
接
・
セ
ル
フ
シ
｜
ル
ド
ア
｜
ク
溶
接

t

6

※

t

裏溶接

0

裏はつり後

0

※

t

7

60゜

6

裏溶接0

t

60゜

裏はつり後

35゜

35゜

0

6

※

t

裏溶接

60゜

裏はつり後

0

※

7

6

裏溶接0

t

60゜

裏はつり後

35゜

同　　上

※

t6
D1

D2

60゜
0

裏溶接
裏はつり後

D1=(t-6)/2

D2=(t-6)/2

同　　上
D1
6

D2

0

60゜

t

裏はつり後
裏溶接

D1=(t-6)/2

D2=(t-6)/2

※

t

30゜

t≦12

0
t

6

サ
ブ
マ
｜
ジ
ア
｜
ク
溶
接

12

22

同　　上ｔ
≦

22

100

D2= (t-2)/3

D1=2(t-2)/3

溶接開先基準図（1）
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３ ９完成図　構-22


